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平成２９年度 第６回 教授総会議事概要 

［平成２９年１０月１８日（水）］ 

 

○ 所長から，次の新任教員について紹介があった。 

・平成２９年１０月１日付け 

【採用】 

      尾嵜 優美  人間・社会系部門  特任准教授（短時間） 

・平成２９年１０月１６日付け 

【昇任】 

   山川 雄司  機械・生体系部門  講師  

 

○ 前回議事概要（案）が承認された。 

 

Ⅰ 報告事項 

 １．寄附金受理報告 

    配付資料に基づき, 整理番号Ｓ２９－６８～７９の計１２件について, 常務委員会の審議の

結果，受理された旨報告があった。 

 ２．受託研究受理報告 

   配付資料に基づき, 受託番号Ｊ２９－２，Ｇ２７－６８（増額），Ｇ２６－３７（増額），Ｇ

２８－３０（増額），Ｇ２９－２（増額），Ｇ２９－４１，Ｇ２９－４９～５３，Ｇ２９－５５

の計１２件について，常務委員会の審議の結果，受理された旨報告があった。 

 ３．民間等共同研究受理報告 

    配付資料に基づき，受付番号Ｋ２０－９（Ｈ２０－Ｈ２９）（増額），Ｋ２３－３８（Ｈ２３

－Ｈ３０）（増額），Ｋ２７－７９（Ｈ２７－Ｈ３０）（増額），Ｋ２８－３０（Ｈ２８－Ｈ３２）

（減額），Ｋ２８－７７（増額），Ｋ２８－９７（Ｈ２８－Ｈ３０）（増額），Ｋ２８－１３６（増

額），Ｋ２９－２，Ｋ２９－１０５，Ｋ２９－１１０～１１９，Ｋ２９－１２１～１２２，Ｚ

Ｋ２９－１１，ＺＫ２９－１４の計２３件について，常務委員会の審議の結果，受理された旨

報告があった。 

４．人事報告 

(1) 人間・社会系部門（モンスーン気候変動学分野）の特任准教授に係る人事について, １０

月１８日（水）開催の人事教授准教授会において投票が行われる旨報告があった。 

(2) 価値創造デザイン推進基盤（研究推進部門）の教授（兼務），価値創造デザイン推進基盤（教

育連携部門）の教授，価値創造デザイン推進基盤（国際連携部門）の教授，価値創造デザイ

ン推進基盤（国際連携部門）の特任准教授（特定短時間），価値創造デザイン推進基盤の基盤

長（兼務），価値創造デザイン推進基盤の副基盤長（兼務），価値創造デザイン推進基盤（研

究推進部門）の准教授（兼務），価値創造デザイン推進基盤（教育連携部門）の教授（兼務），

価値創造デザイン推進基盤（社会連携部門）の教授（兼務）に係る人事について，１０月１

８日（水）開催の常務委員会で承認された旨報告があった。 

(3) 人間・社会系部門准教授と国立研究開発法人森林研究・整備機構 森林総合研究所研究員

のクロス・アポイントメント，エネルギーシステムインテグレーション社会連携研究部門の

特任教授（兼務）（２件）に係る人事について，１０月４日（水）開催の常務委員会で承認さ

れた旨報告があった。 
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(4) エネルギーシステムインテグレーション社会連携研究部門（エネルギーシステムインテグ

レーション分野）の特任教授，情報・エレクトロニクス系部門（ＭＥＭＳ応用バイオ化学計

測システム分野）の特任教授，次世代モビリティ研究センター（環境音響工学分野）の教授

に係る人事及び，革新的シミュレーション研究センター（ものづくり分野）の教授再任審査

に係る人事について，人事が進行している旨報告があった。 

 

Ⅱ 審議事項 

１． 寄附金の受け入れについて 

配付資料に基づき，５００万円を超える寄附金（整理番号Ｓ２９－７５）の受け入れについ

て説明があり，審議の結果了承された。 

２． 生産技術研究所自動車管理規程の一部改正について 

配付資料に基づき，生産技術研究所自動車管理規程の一部改正について説明があり，審議

の結果，了承された。 

  

Ⅲ 内外情勢報告 

１．研究科長・学部長・研究所長合同会議（10/10） 

研究科長・学部長・研究所長合同会議について，報告があった。 

 

Ⅳ その他 

１．柏キャンパス千葉実験所一般公開について 

配付資料に基づき，１０月２７日（金）及び１０月２８日（土）に開催される柏キャンパス   

千葉実験所一般公開について案内があった。 

２．平成３０年度、平成３１年度駒場Ⅱリサーチキャンパス公開の日程について 

石井広報室長より，駒場Ⅱリサーチキャンパス公開の日程について, 平成３０年度は６月８

日（金）・６月９日（土）に，平成３１年度は５月３１日（金）・６月１日（土）に決定され

た旨報告があった。 

３．駒場Ⅱリサーチキャンパス防災訓練の実施について 

片桐事務部長より，１１月２２日（水）に開催される防災訓練について，ご協力いただきた 

  い旨依頼があった。 

 

      

 以 上 


